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令 和 4 年 度 

議会運営委員会 行政視察報告書（8月 22日） 
 

 

【視察先】 芽室町議会（人口 18,091人 8,022世帯（R4.7.1現在）） 

（役場庁舎 3階 委員会室及び本会議場（見学）） 

【視察日時】 令和 4年 8月 22日(月) 13時 00分～14時 30分 

【視察内容】 ICTを活用した議会運営等について 

【配付資料】 視察資料「芽室町議会の ICTの推進」 

【対応者】 芽室町議会 議 長 早苗  豊 議員 

       芽室町議会 副議長 常通 直人 議員（議会運営委員会 委員） 

芽室町議会 議会運営委員会 委員長 中村 和宏 議員 

       芽室町議会事務局 安田 敦史 局長 

芽室町議会事務局 佐藤 史彦 総務係長 

芽室町議会事務局 上田 瑞紀 総務係主査 

【訪 問 者】 北広島市議会運営委員会 委員長  島崎 圭介 議員 

       北広島市議会運営委員会 副委員長 鶴谷 聡美 議員 

       北広島市議会運営委員会 委 員  青木  崇  議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  坂本  覚 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  桜井  芳信 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  木村真千子 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  山本 博己 議員 

北広島市議会運営委員会 委 員  小田島雅博 議員 

【報告者】 北広島市議会運営委員会 委 員  小田島雅博 議員 

【データ資料】タブレットへ視察資料「芽室町議会の ICTの推進」のデータを事前登載 

       し、ペーパーレスで実施。 
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【視察研修事項】 

（発言要旨） 

司 会：芽室町議会 中村議会運営委員長 

訪問の挨拶 北広島市議会 島﨑議会運営委員長： 

・芽室町議会においては、北海道有数の取組ということで 10 年先、15 年先を見据え

ている状況で勉強させていただいているところ 

・私も、今回 3 回目の視察となる。かねてから芽室町議会事務局の皆様に歴代大変お

世話になっている。本日改めて議会における ICTの活用ということで勉強させてい

ただきたい。 

・先月、取手市と藤沢市を視察させていただいた経過がある。 

・北広島市議会においても、ICT を活用した取組を来年は改選期であるので、任期中

に 1つでも 2つでもできるところからやっていきたいと思っている。 

・そういった中で、先進的に取組をしている芽室町議会にあらためて学びをさせてい

ただいて、北広島市議会においても、どのようなことができるか学んで帰りたい。 

・議長・委員長・町議会事務局の皆様にお世話になりますが、今日一日よろしくお願

いしたい。 

 

歓迎の挨拶 芽室町議会 早苗議長： 

・芽室町にお越しいただき大変うれしく思う。何度も芽室を訪れた皆さんもいると思

う。町議会も北広島市役所庁舎の視察をさせていただいた。 

・先に、こちらの状況をお話しさせていただき機会を機にタブレットの導入もされた

と聞いている。 

・うちの議会も縁がある。今の議場も北広島市議会を視察させていただき、私も北広

島市議会の庁舎を見せていただいた。一番の印象は 5階のカフェであった。 

・北広島は、今を時めく市であるのでうらやましい。 

・芽室町の新庁舎も、偶然に北広島市の新庁舎と同じ設計会社で建設された。 

・私どもの ICTについては十分ご承知のことと思うが、取組経過を説明し直面する問

題やこれからどうしていきたいのか、意見交換を行いたい。 

・ぜひとも有意義な時間となりますよう、よろしくお願いしたい。 

 

中村芽室町議会運営委員会 委員長： 

   調査事項は、「ICT を活用した議会運営」ということであり、説明は議会事務局佐藤

総務係長から、パワーポイントを使って説明する。 
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芽室町議会における ICTを活用した議会運営等について 

 

■議会事務局 佐藤総務係長 

「ICTを活用した議会運営について」＜資料説明：パワーポイントにより説明＞ 

・改革のキーワードは 2点  ①情報公開 ②住民参加 

   これまで、HP、ネット中継、SNSの活用などを進めた。 

 

・芽室町議会の改革の歩み 

      平成 27年に議会 ICT推進計画を策定、平成 28年にタブレット端末を導入、 

令和 2年に機器更新 

   （全議員 16台、事務局 4台） 

 

・ICT推進計画策定までの経過 

   タブレット導入まで 4年間がかかった。 

予算化まで、様々なステップがあった。 

   新規事業は、3年間かけて検討する。タブレットは一つのツールとなる。 

 

・北広島市議会に、以前前局長がお話をさせていただいた。 

   タブレット導入の目的として 5つのメリットを挙げている。 

①ペーパーレス化による紙資源環境負荷・コストの抑制、紙ベースの手間を削減 

②議員、執行機関及び議会事務局職員の業務量抑制 

③情報のストック化・収集、 

電子図書室：町の各種計画をサイドブックスで入れる。 

サイドブックス：基本は PDF化で入れている（議会事務局の作業） 

    分野ごとに更新計画を入れている。 

④会議の効率化 

⑤町民への情報提供 

議員は常時タブレットを持ち歩く。議員の力をフルに発揮 

議員は問題発見のため、すべては町民の福祉の向上のため 

 

・タブレット端末の仕様 （町からの貸与物品（12インチ）） 

    ・Wi-Fi機能 

    ・どこでも使える 

    ・議会：サイドブックシステム 

    ・事務局は全て情報をクラウドに入れる。 

    ・インターネット・制限をかけていない。 

・スケジュール管理→ グーグルカレンダーにスケジュールを乗せる。 

（事務局が入力）日程の把握が容易。 

・タブレットは議員活動に使う。 

・破損、紛失は自己責任としている。 

・初期設定は事務局が行う。 
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・タブレットを利用に係る予算 

     ・通信料：全 20台 予算ベースで  1,207,000円／年 

      1台 月 8GB（分け合い型） 

     ・オンライン 特に動画は容量が必要。 

       当初 3GB／月  →  令和 2年度～8GB/月に容量を増やす。 

                  なるべくWi-Fi環境での使用を推奨 

    ・サイドブックス使用料 

アプリケーション最小単位 50アカウントから 

      予算ベースで 1,584,000円／年 

     ・議員ナビライセンス料 

      予算ベースで 212,000円／年 

     ・合計で約 3,000,000円／年 

 

・タブレットの利用状況 

     ・紙枚数の減 基本的の全てデータ化で配信。 

ただし、予算書と決算書は紙で配布。都度事前に議員個別に確認し、紙ベー 

スで不要な人には配布しない。平成 29年まで通常の半分以下まで減少した。 

 

・課題と解決策  

  ・活用には個人差がある。 

・完全ペーパーレス化は本当にいいのか。 

・得手不得手がある。紙も必要ではないかの意見 

・システムの使用勝手はよいか。 

・更新期間は 4年としているが、データ保存期間について、ルール化及び基準 

はまだ定めていない。現在は H28年分からある。 

 

■議会事務局 佐藤総務係長 

「委員会室のシステムについて」＜口頭説明：資料なし＞ 

・カメラは 2か所 2台、基本的には全体を映している。マイクで話すと自動的にカメラ

が切り替わる。 

・オンラインは Zoomを使っている。オンラインは委員会室だけ。 

  委員会や全員協議会はオンラインできる環境にある。 

  録音して記録をとる。一番悩ましいのはここにいない議員の録音は苦労する。 

・もともとの設備はカメラと配線のみでパソコンは町のものを使う。 

  時々画像が止まることがある。その場合は休憩して復旧を待つ。 

  したがって、正副委員長は必ず委員会室に居てもらう。会議をさばける人がいないと 

委員会が止まってしまう。 

・会議定足数の問題もある。どのように確認するのか（したのか）悩ましいところ。   

説明は以上のとおり。以降は、北広島市議会島﨑委員長が進行。 
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【質疑応答】 

島﨑委員長： 

ありがとうございました。 

・北広島市議会でも今も持ってきているが、タブレット導入から 2年経過する。 

 同様にペーパーレス化が進んでいる。 

・先ほど話があったが、予算書・決算書は紙資料が多く過去のものと照らし合わせたり、  

自分のメモを書いたりすることもあり紙と並行してやっているところ。 

・北広島では委員会のインターネットを使った委員会をどのようにやっていくかが課題で

あり重要と思っている。 

・コロナ禍があったりして、出席数とかいろんなことがありながら、自宅待時に委員会を 

傍聴できることなどを考えている。 

・今芽室町で通信環境がという話もあったが、これからやろうとしていることも含めて、 

課題についてもう少し具体的に突っ込んだ話もお聞きしたい。 

 

中村委員長： 

・令和 3 年度中のオンライン会議について問題点は何だったのかなという検証をしている

ところ。ハード面ソフト面会議の種類によってどうなのかということ。 

・委員会、議員協議会は進めている。災害や今のコロナの問題で委員長がオンライン会議で

招集すると判断すれば進めている。ただ、議会モニターさんにも集まってもらうこともあ

るが、会議別で必要性について議論をしているところでもある。実際モニター会議の場合

は来庁含めてハイブリット型で進めている状況にある。機器ついて、今総務係長が言って

いた部分はあります。機器のバージョンアップ、事務局が中心となって担当していますか

ら、その部分のあり方もある。 

また、執行部側が説明するのに出席していて、私たち（議員）も実際その場にいなくて

執行部側がいるということなど今後町長部局との整理が必要となってくることなど、そん

な 3年度中の反省をもとにいかに動くかということで進めていくこととしている。 

 

佐藤係長： 

実は、明日システム業者と打合せをすることとしている。 

システムの脆弱性の問題。途中で中継が止まってしまうことは絶対にあってはならないこ

と。音が取れないこともあってはいけない。 

今のオンラインシステムは、勝手に事務局が構築したもので部品を Amazonで買ったも

のを使ってやっている。全部で 1万円ちょっとで作ってしまったものなので脆弱性なもの

となっている。メーカーと話しをしてどういうものがいいのか、どういうシステムがいい

のか、さらに言えば事務局の能力というか得手不得手ということもある。事務局のスキル

で変わることもどうなのか。あまり得意でないところで質が変わるのもどうなのかと思う。

システムの動作を安定化するためメーカーと打ち合わせすることにしている。 

 どのくらいかかるか、できるもの、できないもの、今年がそうだから来年すぐにというこ

ともできないので、どういう手法があるのか IT 推進計画に沿って位置づけながらできる

ことを少しずつ進めることにしている。 
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早苗議長： 

基本的というか、資料 8ページのところからオンラインでの会議・委員会等でどうした

らよいか悩まれていると思うが、まずオンラインをする場合の要綱を定めた。それを定め

るために実は 6 カ月ほど喧々諤々他の議会さんの資料を参考としながら作らせていただ

いて、簡易的なシステムを作ったのですが要綱の中で基本的には緊急避難的に委員会をオ

ンラインでできるようにしようというところから始まった。 

基本的には会議は参集する、それを前提に中にはそこに行けないという状況がある時い

ろんな自然災害で道が通れない状況がある時、非常に降雨が激しくていけないとか、その

場合にはオンラインで参加できることにしましょう。感染症の時には自分が感染してしま

った。症状が落ち着いているので会議には出られるが行くわけにはいかないだとか、自宅

待機を迫られている方々が会議に出るためにどうしよう。ということが前提であった。 

ですから、常態的に全てオンラインで全ての委員会を、その他のこともやることを前提

にシステム化は、最初考えていなかった。 

  今は快適なものができたと思う。この委員会室の中継システムがあったのでできた。 

同じ条件のタブレットを各議員が持っているので Zoom というシステムを使えば簡単に

入れるという条件があってできたというのが第一であった。やらなければいけないことは、

委員会を十分な議論を尽くせるような体制にするところに着目して、うちで始めてみたと

いう流れ、いろんな流れを想定して自由にどこからでも議会参加するようにできるのも当

たり前だという意見もないわけではないが、そのためにどこまで労力を割くのかは、まだ

議論している最中というのが実態です。 

       

島﨑委員長 ： 

いま、議長からいただいた会議規則とかいうことも必然と思っていますけれど、私たち

もいろんなところからの資料を参考にしていきながらまず規則の部分は調整していかな

ければならないと思っていますので、後ほど議会事務局のほうから以前のものがどうであ

って ICT 化ではどう変化があったのかということを参考とするならば資料を見せていた

だければありがたい。 

  北広島市議会でも本会議場には議会中継するカメラは入っているが委員会や議員協議

会にどう持っていくか。私の思う基本的なものは、先ほど話があった庁舎に事務局正副委

員長若しくは正副議長がいらっしゃるのは、そこはそういうことだと思う。 

  庁舎を基本として配信する場合は、庁舎のシステムは有線だと思う。無線だから不安定

さが残る。例えば、有線では不安定さは残らないと思うが、無線であれば映像が遮断する

ということもあろうかと思う。発信するところが有線システムであればさほど止まったり

することはないのかと思うが、そこのところのご検証はされているか、テクニカルな質問

で恐縮ですが、ご教示願いたい。 

 

早苗議長： 

この議場には専用の光回線はつながっていない。庁舎の中にはWi-Fi があるがそれ自体

脆弱なもの。何十人が一度にアクセスすると絶対に無理がかかるという状況。 

そのため、無線と言っているのは実際に映像を飛ばすところはフロア方式のポケット

Wi－Fi を使っている。これが熱を持って止まってしまう。その辺が今緊急避難的にとこ

ろの脆弱なところ。そのこともメーカーと相談することにしている。 
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島﨑委員長 ： 

北広島市議会では、5 階には光回線が来ているが、つながっていない。中継システム自

体は有線であれば映像が遮断することはない。 

  実は、バーチャル高校野球というのは、本線はきちんと有線につながっているので、我々

見ている方はほとんど中継が遮断されることがない。そういうことを考えると庁舎に有線

で中継していれば問題はないという認識であった。 

そこで、芽室町ではどういう状態でやっているのか知りたかった部分であるが、芽室町

は無線ということで理解ができた。遮断するということは重要な所と思うので、配信する

側が遮断するような不安定さが残る仕様なのはいけないのかなと思うので、そこがかねて

から気になっていたところ。 

 

島崎委員長長 ： 

それでは、質疑意見をいただきたい。 

 

木村委員 ： 

先ほど議長からどういった時にオンライン会議を開いているのか。緊急事態宣言とか蔓延

防止期間とかでは、北広島市議会は透明なアクリルボード（パネル）を使って行った。 

 平時のオンライン会議は、どのような感じで行っているのかお聞きしたい。 

 

早苗議長 ： 

平時においてはオンライン会議での出席は認められていない。今の要綱としては、議会

BCPという計画をもって、今はどういう状況なのかということ。緊急時だ、災害時だという

想定がされれば災害対策会議を開いて議会は同鶴かということを決めることになる。国から

強い行動制限が発出されたときなどは積極的にオンラインの委員会を開いていきましょう

という運営方針を決めさせていただいて、その時は個人から申し出がなくても委員長が今回

はオンラインでやるので出席する方は申し出てくださいというやり方でやってきた。委員会

以外の会議は、有効な手段なので積極的に使えるものは使っていきましょうということにし

ている。 

        

木村委員 ： 

いつまでそういう状態にあったのか。 

 

早苗議長 ： 

議会モニター制度があって、年 2～3 回会議があるが、昔は会場に来ていただいたが、オ

ンラインでやったら参加できた。学校では PTA の会議をオンライン会議としたら、子育て

中の人も自宅から参加できたということがあった。 

 

山本委員 ： 

委員会でのインターネット中継、市民と議会との情報提供、議会資料の情報公開、議事録

の公開状況はどのように行っているのか。 
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佐藤係長 ：  

基本的に秘密会議以外は公開する。徹底して情報公開することにしている。ホームページ

で議案と資料も公開する。議員には会議の 3日前に提供する同時にHPにアップするので町

民も見ることができるので、どういう内容で議論するのか事前にわかる。委員会議事録は要

点筆記で速やかに公開している。 

HPはトップページ⇒スケジュール⇒会議⇒議案で見えるし、中継も入る。会議か終わっ

た後は要点筆記で会議録もアップされる。 

 

山本委員 ： 

何時ごろの公開となるのか。 

 

佐藤係長 ： 

会議当日の夕方にアップされる。 

 

小田島委員： 

今ほどの質問に関連して、スピード感をもって議事録をアップするということであるが、

事務局の負担ということがある。筆記システム的なものがあるのか、速記者がいるのか、事

務局の人的配置状況についてはどのようになっているのか。 

 

佐藤係長 ： 

事務局は 3人体制。議運には 3人が出る。各委員会には局長が必ず出る。委員会は 2つあ

るがそれぞれ担当が 1人入る。機器のコントロールは担当が、会話は局長が PCにベタ打ち

しているので、筆記はしていない。基本的に会議が終った時にはあらかた記録はできている。

その後内容確認後アップしている。本日も 12 時ころまで議運があったが、この視察がなけ

れば今頃はアップされていたと思う。 

 音声変換はアミボイスがあるが執行部はいらないのではないかということで削減されそ

うな動きがあり、せめぎあいをしている。 

 

小田島委員： 

いらないとする理由は何か。 

 

佐藤係長 ： 

歴代の局長がそういう風にやってきている。 

 

山本委員 ： 

本会議の会議録は。 

 

佐藤係長 ： 

基本的には 3か月程度はかかる。音声⇒筆耕⇒事務局確認校正⇒製本 
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青木委員： 

SNSの発信について、今スマホで確認したが、フェイスブック 867人、ライン 595人、 

ツイッター108人のフォロワーがいるが、立ち上げからのフロアの 伸びなどの傾向は、ど

のようになっているのか。 

 

佐藤係長： 

研修会など講師の先生講話、議会だより、視察の状況などの時は伸びるが、  通常の時

はそうでもない。統計は取っていない。 

 

青木委員： 

読者投稿については。 

 

佐藤係長： 

基本はフェイスブックを使っている。今若い人はフェイスブックを使っていないという課

題もある。 

 

小田島委員： 

委員会の活用について、議案の会派説明の時とか手慣れるということに対するフォローア

ップというか、訓練することについて何かやっていることがあれば、お聞きしたい。 

 

佐藤係長： 

特に、訓練として正式な会議以外の活用は当初はあったが最近はやっていない。やれるよ

うなものがあればやってみようかという感じ。今は皆、手慣れているのではと思う。 

       

早苗議長： 

練習の機会は何度かあった。芽室高校生とのオンライン会議も行った。 

 

島崎委員長長： 

北広島議会事務局から、何か質疑は。 

 

大野次長： 

議案書のデータを掲載するタイミングについて、議運時だと開会前に公開と なるが、そ

の部分についての考え方等について、ご教示願いたい。 

 

佐藤係長： 

議員には議運開催の 3 日前に議案の配信をする。同時に、HP にもアップする      

ので上程前に市民へ情報公開することになる。 

 

大野次長： 

町の上程日より早く公開する点について、どう考えるか。 
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佐藤係長 ： 

例えば 6月 1日の日付であれば、その 3日前（5月 29日）で公開となる。 

 

鶴谷副委員長 ： 

オンライン視察の受入について、伺いたい。 

 

佐藤係長 ： 

Zoomでやっている。基本的には依頼元で準備してもらい、そこに参加する仕組み。 

 

鶴谷副委員長 ： 

所属委員会の所管事務調査があり、Zoomを使って試行錯誤しながら行ったことがあった。

ここではそのようなことを行ったか教えてほしい。 

 

佐藤係長 ： 

総務経済委員会として団体との話し合いの場面があり、その時にオンラインで行った。 

厚生文教委員会では、オンラインで行ったことはない。 

 

島崎委員長長： 

SNS の活用について、手間が大変と思うが、端末を使ったオンラインの時の簡単なルー

ルのようなものがあればお聞きしたい。 

 

佐藤係長 ： 

フェイスブック運用方針などがある。ラインもツイッターもホームページ管理要綱もある。

発信は議員からはしないようにしている。 

議会が発したものを議員がフォローする形としている。 

 

島崎委員長長： 

質疑は以上とします。大変ありがとうございました。 

 

中村委員長： 

大変短い時間ではあったが、いろいろ参考にしていただければと思う。 

 

締めの挨拶 鶴谷副委員長： 

大変お忙しい中、視察にご対応いただき、心から御礼申し上げたい。 

 私も、北広島市議会の ICT 作業部会の一員として、以前にも芽室町議会にお邪魔させて

いただいた。そこから、本議会でもタブレットを持つことができ、現在に至っています。 

これから前に進めるのには、検証が必要と考える。タブレットの導入によって、どう議会

に生かすのか、一つでも前進できるよう取り組んでいきたい。 

また、引き続きご指導いただきたい。本日はありがとうございました。 
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常通副議長： 

町議会としても先進議会の良いところを取り入れて改革してきた。 

やってみることは大事で、それが力となる。工夫してオリジナルの改革ができると思う。 

今日のことが北広島市議会の改革の一助となれば幸いと思う。 

 

【簡単な考察】 

視察を終えて、今後北広島市議会として検討する必要があると考えるキーワードを以下

に述べる。 

 

1 議会（議員会派室含む）における有線インターネット環境の整備。 

（Wi-Fiの活用を含む） 

2 利用にあたっての要綱やルールづくり（議会 BCP，事業継続計画づくり） 

3 委員会室のオンライン配信環境の整備（議場と同様） 

4 共通スケジュールの管理 

（グーグルカレンダーの活用：事務局で管理及び共通日程アップ） 

5 情報公開（議案等：議員と市民への同時配信） 

6 委員会会議録の迅速な配信など。 


